
 

 

 

 

 

けテぶれ通信はじめました！ 
楽しかった夏休みが終わり、２学期の学習がスタートしました。２学期も主体的な学習を

進め、どんどん自分の力をつけていきましょう！ 

さて、２年生のみなさん、毎日のステップアップノートの自主勉強は充実していますか？ 

本校では、自分で勉強できるようになることを目指した「けテぶれ学習法」を取り入れてい

ます。勉強という行為を「計画・テスト・分析・練習」という４つのステップに分け、取り

組む学習方法のことですね。。このサイクルを使い、自分の学びを自分で動かせるようにし

ていきます。 

 この「けテぶれ学習法」は『「けテぶれ」宿題革命！』（学陽書房）、『マンガでわかる け

テぶれ学習法』（KADOKAWA）の著者である、葛原祥太（くずはらしょうた）先生が提唱

した学習法です。この「けテぶれ通信」では、その学習法の効果やポイントと共に生徒の取

り組みを発信していこうと思います。 

 これからも毎日の学習を主体的に取り組み、「自分の力で勉強を積み重ねる力」を育てて

いきましょう！！ 

 

 

「けテぶれ」という共通言語の重要性 
「けテぶれ」という共通言語があることで、「けテぶれ」が得意な生徒も、まだ慣れて

いない生徒も同じ土俵に立てます。具体的なやり方を提供し、共通言語化することで、学

年内や学校内で学習方法の交流ができるようになります。 

プリントの裏面に「けテぶれ学習法」が上手にできている生徒の取り組みを紹介しま

す。学習は自分一人で取り組むのには限界があります。元々、「学ぶ」という言葉は「真

似ぶ」が由来だと言われています。つまり、物事を学ぶためには「マネをする」ことが出

発点になるということです。他者の取り組みを見て、そこから必要なところをマネて、自

分の学習につなげていってほしいです。 
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